












































































































































いくつかの器種にまたがるごく少数の「基準作」から抽出され 文様特徴を、それぞれの時期を代表する典型的様式特徴と理解して年代判断 根拠とす のは困難かと思われる。
・
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Real Iglesia de San M




























Real Iglesia de San M
























































































































































































































































































































































のため、本稿ではこうした問題を比較的乗り越えや いと考える器形、飾金具の形態や文様からまずそれぞれの型式的な先後関係を検討し その後それらに基づいた蒔絵・螺鈿文様の時間的変化指標を検討・提示の上、最終的に全体を総合した変遷の様相をまとめることにし い。　
なお、書見台の大きな特徴として、上部角隅や脚、受け台などに飾金具が付けら































































































































































































格狭間 A（ 型式（No. （（）
格狭間 A（ 型式（No. （）













































































































































































格狭間 B（a 型式（No. （（）
格狭間 B（b 型式（No. （（）



















































けないものの両者が存在する意味については明らかにしがたいものの、当時の売価としては当然飾金具を付ける方が高かったのであろうし、発注の仕様に従って飾金具の有無が決定されたのではないかと予想される。なお、金具が脱落している部分を見ると、多くの場合、 によって隠れる部分の文様は金具取り付け後に見て不自然に えない程度に省略されていること ら、飾金具を取り付けるのか否かは、少なくとも蒔絵描画工程以前に決定され、蒔絵工人にもそ ことが周知されていたことが窺われる。　
書見台の飾金具取り付け位置は固定されており、上部背板両角隅、受け台両端お








検討するのはその底辺にあたる部分である。またこの金具は大きく三型式 分類できるが、底辺 外形線は中心で折り返した左右均整に成形さ てい ので、底辺の片側半分を対象として比較する。　
最も古様と考えられるのが上部隅金具
（型式で四基が該当する。他の二型式に比


















































































































らが時間的変化を示す指標としてよ 妥当 ものと認定できる かが問題だと思わ
上部背板金具 （a 型式（No. （（）上部背板金具 （b 型式（No. （（）上部背板金具 （a 型式（No. （（）
上部背板金具 （c 型式（No. （0）上部背板金具 （c 型式（No. （）上部背板金具 （b 型式（No. （（）
挿図 （　上部背板金具形態の諸型式
















































脚部金具 （a 型式（No. （（ 反転）脚部金具 （a 型式（No. （（）脚部金具 （a 型式（No. （（ 反転）脚部金具 （a 型式（No. （（）
脚部金具 （c 型式（No. （0）脚部金具 （c 型式（No. （）脚部金具 （b 型式（No. （（ 反転）脚部金具 （b 型式（No. （（）
挿図 （0　脚部金具形態の諸型式


















































































































































































































































































































































なるほか、外縁帯も幾何学文が主流となる。さらに針描も省略されること 増えるなど、全体に装飾文様の単質化、技法の簡略化傾向 強い。そして、この時期を持って南蛮漆器書見台の生産は終焉を迎える 考えられる。　（二）各時期の年代　南蛮漆器書見台各時期の年代について、今のところ具体的 根拠によって確定す






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































挿 図 （（　 キ リ シ タ ン 関 係 書
籍の曲線分節状 IHS 紋（上か
ら （（（（ 年、（（（（ 年、（（（（ 年 ）
Sophia University キリシタン文
庫 ©（00（













































































具を持つ書見台十八基の内 菊唐草文金具を持つものは十三基で三分の二の多数を占めるが、桜花文様を持つも も四基と一定数 確認され、例外的な存在と片付けてしまうわけにはいかない比率といえる。ではこ した二種 金具の存在はど ような実態を反映しているのであろうか。先に述べ よ 、 つの書見台に取り付けられた各部分の金具は、様々 点から同一工人あるいは同一の工房で、そ 書見台用の金具として一括制作されたと考えられるが、こ 点 桜花文金具でも同様であり、同一作例の上 背板 と脚部金具とはいずれも同巧のもので構成 ている。そこでさらに金具側面の形態から両者を比較してみると、菊唐草金具の側面は上部でも脚部 も入八双形であるのに対し、 桜花文のものはすべて出八双形 り、両者は明らかに異なる系譜の作 ことを示す。筆者は当初、こうした金具の違いは時期差を示している では いかと予想 が、諸指標 ら判断 る花文金具の時期はいずれもⅡ期 あり、両種 同時期に混在して存在し いたことがわかる。　
こうした諸特徴を考え合わせると、菊唐草文金具と桜花文金具との違いは、同一
工房に所属する工人間の違いによって生まれたも とい よりは、系統の異なる錺工房でそれぞれの金具が制作されたことを示しているの はないかと思われる。ま


















































較検討する必要がある。幅広い器種が存在する南蛮漆器 中でも ある程度まった数が遺存し、金具など、多様な情報を持つものには書見 以外に洋櫃や簞笥類、また聖龕があるが、洋櫃には鍵 なる伝来年代情報を併せ持つ作例がより多く、優先して検討すべき存在であるように思われる。そしてこうした各器種別 編年案を総合することによって、より精緻な南蛮漆器全体の編年を確立 ていくこと 今後の重要な課題であろう。　
本稿では、キリスト教用具の制作年代を検討する中で、禁教令との関係について








































Export Lacquer’ （日本製輸出漆器） 、 （
T. Volker, ‘Japanese Export Lacquer’, in O
riental Art, 
new
 series III-2, 1957. 、
M
. Boyer, Japanese Export Lacquer from
 the Seventeenth C
















Export Lacquer’ という言葉は「南蛮漆器」のみではなく、 「紅毛漆器」や「長崎青貝
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字が発見されており、随所に打ち出されている葡萄栗鼠文の存在などとも考え併せると（森根涼子「近世東アジアにおける葡萄・葡萄栗鼠文様 発生 展開琉球漆芸に見られる葡萄栗鼠文様の伝来経路をめぐって」 『奈良大学大学院研究年報』第
16号、奈良大学大学院、二〇一一年） 、その制作にはおそらく中国あるいは
中国人が関わっていることが推測され 。またコウティ ホに関係する記録類は多く残されており、この書 台がこの修道院に寄贈することを示したコウティンホ自身の遺言記載品と同一品である蓋然性は相当に高いと思わ る。
Luisa Penalva., ‘André 
C
outinho and the V
idigueira Treasure’, in Voyages Th
e Vidigueira Treasure, pp.6-9. なお本書は、
国立古美術館の刊行による
Viagens, O
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